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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁面に設置されることを前提とする電力量計であって、
　前記壁面への設置状態において、
　前記壁面に対向する背面板部と、前記背面板部から前方に向かって立ち上がり、両側部
および天面部を囲うＵ字状の枠部を有するベース部材と、
　前記枠部の内側に収納され、電力を計量する計量部と、
　前記計量部を含む前記ベース部材を覆うカバーと、を備え、
　前記枠部は、
　外周に沿って天面から両側面の下端に向けて延びる主溝と、前記主溝のうち前記両側面
に形成された部分に一端が連通し、他端が背面側で開口した複数の副溝と、が形成されて
いることを特徴とする電力量計。
【請求項２】
　前記副溝の前記他端は、前記壁面から離れていることを特徴とする請求項１に記載の電
力量計。
【請求項３】
　前記カバーの前記副溝を覆う部分の背面側の端面は、前記副溝の前記他端よりも前記壁
面から離れていることを特徴とする請求項１または２に記載の電力量計。
【請求項４】
　前記枠部は、前記副溝の前記他端が前記一端より下方に位置するように傾斜している
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ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の電力量計。
【請求項５】
　前記副溝の下側の壁面の前記一端における位置Ｐｉｄは、前記副溝の上側の壁面の前記
他端における位置Ｐｅｕよりも上側に位置することを特徴とする請求項４に記載の電力量
計。
【請求項６】
　前記位置Ｐｉｄは、前記副溝の上側の壁面と前記カバーの背面側の端面との交点の位置
Ｐｘｕよりも上側に位置することを特徴とする請求項５に記載の電力量計。
【請求項７】
　前記主溝の前記天面に形成された部分は、側部に向かって下方に向かうように傾斜を有
することを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の電力量計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、壁面に設置される電力量計のとくに防水の構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電力量計は、背面側を壁面に対向させて設置されることを前提としており、前面側は、
配線の改変（不当改造）や盗電を防止するためのカバーで覆われ、無断でカバーを外せな
いように封印が施されている。また、電力量計は、風雨にさらされる環境下に設置される
場合があり、本体に形成した溝とカバーとの間に上下に通る流路を形成して、上部から流
入した雨水を下方に誘導する電力量計が提案されている（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－２１７８３１号公報（段落００１１、００１６、図１、０
０３７、００４２、図４）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、雨水を下方に誘導するだけでは、強風や強雨で水の流入量が多くなった
場合には、下方に流れ落ちる前に流路からあふれて内部の機器に雨水が侵入する可能性が
あり、十分な防水ができているとは言えない。
【０００５】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、雨水が機器内部に入る
ことを防止できる電力量計を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の電力量計は、壁面に設置されることを前提とする電力量計であって、前記壁面
への設置状態において、前記壁面に対向する背面板部と、前記背面板部から前方に向かっ
て立ち上がり、両側部および天面部を囲うＵ字状の枠部を有するベース部材と、前記枠部
の内側に収納され、電力を計量する計量部と、前記計量部を含む前記ベース部材を覆うカ
バーと、を備え、前記枠部は、外周に沿って天面から両側面の下端に向けて延びる主溝と
、前記主溝のうち前記両側面に形成された部分に一端が連通し、他端が背面側で開口した
複数の副溝と、が形成されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の電力量計によれば、雨水を下方に導く主流路に対して、背面側へ分岐する副流
路を連ねるようにしたので、主流路を流れる雨水が増大したり乱れたりしても、雨水が機
器内部に入ることを防止できる電力量計を得ることができる。
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【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態１にかかる電力量計の本体部の斜視図と天面側の部分断面図
である。
【図２】本発明の実施の形態１にかかる電力量計において本体部にカバーを取り付ける前
と取り付け後、それぞれの状態を示す斜視図である。
【図３】本発明の実施の形態１にかかる電力量計の斜視図である。
【図４】本発明の実施の形態１にかかる電力量計のカバーを異なる方向から見たときのそ
れぞれの斜視図である。
【図５】本発明の実施の形態１にかかる電力量計のベース部材の側面図である。
【図６】本発明の実施の形態１にかかる電力量計の本体部にカバーを取り付けた際の側面
図である。
【図７】本発明の実施の形態１にかかる電力量計の本体部にカバーを取り付けた際の側面
部の部分拡大図である。
【図８】本発明の実施の形態２にかかる電力量計において本体部にカバーを取り付ける前
と取り付け後、それぞれの状態を示す斜視図である。
【図９】本発明の実施の形態２の変形例にかかる電力量計の本体部の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
実施の形態１．
　図１～図７は、本発明の実施の形態１にかかる電力量計の構成を説明するためのもので
ある。図１は雨水を流すための流路溝の構成を説明するため、電力量計からカバーを取り
外した状態を示すもので、図１（ａ）は本体部の斜視図、図１（ｂ）は図１（ａ）のＢ－
Ｂ線による部分断面図である。図２は本体部にカバーを取り付ける前と取り付け後の状態
を示すもので、図２（ａ）が取り付け前の状態を示す斜視図、図２（ｂ）が取り付け後の
状態を示す斜視図である。図３は電力量計全体の斜視図、図４（ａ）～（ｃ）はカバーを
異なる３つの方向から見たときの、それぞれの斜視図である。図５は流路溝の詳細構成を
説明するためのベース部材の側面図である、図６は電力量計の本体部にカバーを取り付け
た際の側面図で、特徴部分である副溝部分についてはカバーを透過した状態で示している
。図７は、副溝の出口部分の状態を説明するための部分拡大図であって、図６の領域Ｒ部
分を拡大したものである。
【００１０】
　本発明の実施の形態１にかかる電力量計１は、図示しない垂直な壁面に固定されること
を前提としたものである。そして、図１に示すように、背面側が壁面に固定される本体部
２と、本体部２に対して図２に示すように着脱自在で、本体部２の少なくとも天面と両側
面と前面を覆うカバー３とで構成される。なお、方向については、以下のように定義する
。図３において、ｚ方向を電力量計１の厚み方向と定義し、正側を前面側、負側を背面（
設置面）側とする。そして、ｘ方向を電力量計１の横方向と定義し、正側を右、負側を左
とする。さらに、ｙ方向を電力量計１の縦方向（設置状態での鉛直方向）と定義し、正側
を上、負側を下とする。なお、電力量計１の実際の取り付け状態においては、計量部２２
が端子ブロック２３の上側になるように、縦方向を鉛直方向に揃えて、背面側が壁等に固
定されることを想定している。
【００１１】
　本体部２は、図１に示すように、背面側が壁面に固定されるベース部材２１と、ベース
部材２１の前面側に配置され、配線に流れる電力を計量する計量部２２と、計量部２２の
下方側に配置されるとともに、配線と計量部２２とを電気接続するための複数の端子が配
列された配線作業面２３ｆを有する端子ブロック２３と、端子ブロック２３と計量部２２
とを電気接続するための図示しない内部配線部材や基板等を覆うベースカバー２４とを有
している。なお、本体部２からカバー３を外した状態では、計量部２２には複数の電子部
材が搭載されており、後述するように水の侵入から守る必要があるが、図では個々の電子
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部材の記載を省略し、簡略化した直方体で示している。
【００１２】
　ベース部材２１は、例えば、ＰＢＴ（Polybutylene terephthalate）などの熱可塑性樹
脂で形成され、壁面に対向するように設置され、背面を覆う背面板部２１ｐと、背面板部
２１ｐから立ち上がり、設置状態における両側部および天面部を囲うＵ字状の枠部２１ｆ
と、を有している。枠部２１ｆの内側は、機器等を収容する収容部２１ｈとなっている。
枠部２１ｆの外周部分は厚み方向（ｚ方向）に沿って大きく３つの部位に分類することが
できる。背面側には、カバー３を装着した際に、カバー３の内面３ｒｆと密着する接触面
部２１ｆｂが形成され、中間部分には、侵入した雨水を下方に誘導する流路となる主溝２
１ｇｍが形成されている。そして、前面側には、主溝２１ｇｍを流れる雨水を収容部２１
ｈへ進入させないための堰部２１ｆｆが形成されている。
【００１３】
　また、背面板部２１ｐの図示しない背面側と、枠部２１ｆより上方に突出する部分には
、壁面に取り付けるための取付部２１ｊが形成されている。さらに、枠部２１ｆの延在方
向（Ｕ字状）における両端（下端）に位置する部分には、カバー３を固定するためのスナ
ップフィット凹部２８が形成されている。なお、接触面部２１ｆｂを斜めに横切るように
形成されている本発明の特徴的部分である副溝２１ｇｓについては、後程説明する。
【００１４】
　端子ブロック２３は、ＰＢＴなどの熱可塑性樹脂で形成された箱状をなす。上部に計量
部２２との図示しない接続部が形成され、図示しない電源側回路および負荷側回路に接続
するための複数の端子が下部から配線を挿入できるように配置されている。また、端子の
それぞれに対応して、配線作業面２３ｆには、配線との接続作業のための複数のネジ頭が
配列されている。
【００１５】
　カバー３は、例えば、ＰＣ（polycarbonate）などの熱可塑性樹脂で形成され、図４（
ａ）～（ｃ）に示すように、内部に空間を形成するように、有底箱状を基本形状としてい
る。開放面側の端部のうち、両側面から天面側にかけて連なる端面３ｅの直近部分の内面
３ｒｆは、接触面部２１ｆｂと接触するように形成されている。前面３ｆｍの上部には、
計量値を表示するための表示窓３ｗが形成されており、下方には、端子ブロック２３に接
続する図示しない配線を通すための開口３ａが形成され、両側面の下方には、本体部２に
固定するためのスナップフィット凸部３８が形成されている。また、前面３ｆｍのうち、
端子ブロック２３の配線作業面２３ｆに対応する下方部分は、他の部分より一段引き込ま
せた形となっている。
【００１６】
　スナップフィット凹部２８とスナップフィット凸部３８（図１（ａ））には、それぞれ
挿通孔２８ｈ、３８ｈが形成されており、嵌め合わせ（スナップフィット結合）した際に
、一続きでワイヤー等を挿通できるように配置されている。そして、スナップフィット結
合がなされたときには、図示しない移動規制部材同士が干渉し、スナップフィット結合を
解除しないとカバー３は、本体部２から外すことができないようになっている。これによ
り、カバー３を本体部２に被せ、挿通孔２８ｈ、３８ｈにワイヤーを通して封印すれば、
封印を破らない限り、カバー３を外すことはできなくなる。また、開口３ａの大きさは、
端子ブロック２３のうち、配線を通すための通し面２３ｊ部分（図２（ｂ））は露出させ
るが、配線作業面２３ｆ部分については、操作できない程度に調整しているので、封印を
破らない限り、配線を改造することはできなくなる。
【００１７】
　また、本体部２の機器等が収容された部分は、下方以外の部分がカバー３によって覆わ
れ、雨水から守られている。一方、上述したようにカバー３を本体部２に被せた場合でも
、端子ブロック２３に接続する配線を通すために下方は開放されている。そのため、気温
や湿度の変化等によって内部で結露する雰囲気になる場合がある。そこで、内部に湿気が
こもらないように、カバー３の内面３ｒｆと枠部２１ｆとの間には、特に天面側において
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通風可能なように、わずかに隙間が形成されているように構成している。
【００１８】
　つぎに、本発明の特徴部分である雨水の流路を形成するための構成について説明する。
本体部２は、上述したように、天面と両側面と前面がカバー３によって覆われており、少
雨程度であれば、雨水は本体部２と壁面との隙間を抜けるか、カバー３の前面側を流れる
だけで、内部に雨水が侵入することは稀である。しかし、雨量や風量が増大すると、設置
面である壁面を流れる水量が増え、あるいは壁面から前方に水滴が跳ね返ることにより、
上述した接触面部２１ｆｂとカバー３（内面３ｒｆ）との隙間から水が侵入する場合もあ
る。しかし、特段の大雨や強風でない限り、接触面部２１ｆｂと内面３ｒｆとの隙間から
進入した雨水は、主溝２１ｇｍ内を流れる。
【００１９】
　このとき、主溝２１ｇｍの天面側の部分は、図１（ｂ）に示すように、左右方向におけ
る中央部を頂点２１ｇｍｒとして、１．５度の傾斜が形成された凸状となっている。その
ため、天面側の隙間から進入した水は、主溝２１ｇｍの傾斜に誘導され、頂点２１ｇｍｒ
より右側の部分に進入した水は右側へ、左側の部分に進入した水は左側へと言うように、
左右いずれかの側面に向かって流れる。一方、側面側の主溝２１ｇｍは、図５に示すよう
に、幅Ｗｇｍが１７ｍｍ、深さＤｇｍが２．５ｍｍの断面が「コ」字状の開図形である。
しかし、被せたカバー３の内面３ｒｆが、堰部２１ｆｆ、および接触面部２１ｆｂと接触
することによって、断面が「ロ」字状の閉図形の流路が形成される。そのため、側面側の
主溝２１ｇｍ流路内の雨水は、基本的には、流路内から水平方向に逃げることなく、主溝
２１ｇｍに沿って、垂直方向に流れ、下方の図示しない開放端から排出される。
【００２０】
　なお、天面側の主溝２１ｇｍについては、通常は、堰部２１ｆｆより低い部分を水が流
れるため説明を省略したが、側面側と同様に、カバー３の内面３ｒｆと接触することで断
面が「ロ」字状の閉図形を形成している。
【００２１】
　しかしながら、昨今頻発する集中豪雨や、ホースなどによる人為的な散水を考慮すると
、上述した状況を上回る量の水が隙間から進入してくることが懸念される。そして、侵入
した水の量や勢いが、主溝２１ｇｍが形成する流路の排水能力を上回った場合、経路の長
い接触面部２１ｆｂ側よりも、経路の短い堰部２１ｆｆ側を超えて、つまり、収容部２１
ｈ側に水が侵入することが懸念される。そこで、本発明の実施の形態にかかる電力量計１
では、図１、図５に示すように、両側面の接触面部２１ｆｂに、主溝２１ｇｍに連なり、
接触面部２１ｆｂを横切って背面側で開放される副溝２１ｇｓを複数設けるようにした。
【００２２】
　副溝２１ｇｓは、幅Ｗｇｓが４ｍｍ、深さＤｇｓが０．８で、背面に向かうにつれて下
方になるように傾斜して形成される。そして、図６、図７に示すように、そして、ベース
部材２１の取付部２１ｊの取付面２１ｊｅは、背面２１ｅよりも壁面に向かって突出して
いる。本実施の形態においては、背面２１ｅが壁面に対して間隔Ｇ２ｗ（＝１ｍｍ）を有
するように、突出量を調整している。そのため、副溝２１ｇｓの背面に対向する開放端も
間隔Ｇ２ｗ（１ｍｍ）分、壁面から離れて位置することになる。
【００２３】
　また、カバー３を被せた際に、カバー３の端面３ｅのうち、少なくとも副溝２１ｇｓを
覆う部分については、本体部２の背面２１ｅよりも前方に位置するように、端面３ｅと背
面２１ｅとの間に間隔Ｇ３２（＝２ｍｍ）を有するように設定している。そのため、副溝
２１ｇｓの背面側の端部から手前２ｍｍまでの部分については、側方に開口する側部開口
２１ｇｘが形成されるようにしている。つまり、副溝２１ｇｓの背面側の端部は、流れ方
向の端部から側方の手前２ｍｍまでの部分にかけて開放されている。
【００２４】
　また、副溝２１ｇｓは、背面に進むにつれて下るように傾斜して延びており、副溝２１
ｇｓの３つの壁面（上面、側面、下面）のうち、下側の壁面と主溝２１ｇｍとの交点の位
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置Ｐｉｄは、上側の壁面と背面２１ｅとの交点の位置Ｐｅｕよりも上側に位置するように
構成している。さらに、下側の壁面と主溝２１ｇｍとの交点の位置Ｐｉｄは、上側の壁面
とカバー３装着時の端面３ｅとの交点の位置Ｐｘｕよりも上側に位置するように構成して
いる。
【００２５】
　上記構成を踏まえ、集中豪雨や、人為的な散水等の尋常ではない勢いで水が流入した時
の動作について説明する。このような場合においても、天面側の隙間から進入した水は、
主溝２１ｇｍの傾斜に沿って左右いずれかの側面に向かって流れる。一方、側面側の主溝
２１ｇｍ内で水が多量に流れているとき、堰部２１ｆｆ側に向かう流れが生じることがあ
る。しかしながら、本実施の形態においては、側面側の主溝２１ｇｍ内を流れる水のうち
、副溝２１ｇｓとの分岐部分に差し掛かかった水は、副溝２１ｇｓ側に流れる。
【００２６】
　副溝２１ｇｓの背面側の端部は、壁面に対して間隔Ｇ２ｗを開けているので、壁面と副
溝２１ｇｓとの間で水が保持されることはなく、壁面、もしくは背面板部２１ｐの背面側
を伝って下方に流れ落ちる。なお、壁面に凹凸があり、副溝２１ｇｓの端部における壁面
との距離が保てない部分があったとしても、側方に開口する側部開口２１ｇｘから水が排
出されるので、副溝２１ｇｓに分岐した水は必ず外部に排出される。
【００２７】
　そのため、側面側の主溝２１ｇｍ内を流れる水は、下方に向かうにつれて水量が低下す
るので、水が堰部２１ｆｆを超えることがなく、収容部２１ｈ内に水が侵入することはな
い。また、下側の壁面と主溝２１ｇｍとの交点の位置Ｐｉｄは、上側の壁面と背面２１ｅ
との交点の位置Ｐｅｕよりも上側に位置するように構成している。このため、例えば、左
右方向から風圧を受けた場合にも、副溝２１ｇｓ内を流れる水が主溝２１ｇｍ側に逆流す
ることはない。さらに、下側の壁面と主溝２１ｇｍとの交点の位置Ｐｉｄを、上側の壁面
とカバー３装着時の端面３ｅとの交点の位置Ｐｘｕよりも上側に位置するように構成すれ
ば、左右方向から風圧を受けた場合だけではなく、下方から上方に向かうように巻き上げ
る風にさらされても、副溝２１ｇｓ内を流れる水が主溝２１ｇｍ側に逆流することなく、
背面側に排水することができる。
【００２８】
　つまり、副溝２１ｇｓ側に入った水は逆流することなく、背面側に排出されるので、側
面側の主溝２１ｇｍ内を流れる水は、下方に向かうにつれ水量が減少し、収容部２１ｈ内
に水が侵入することはない。
【００２９】
実施の形態２．
　上記実施の形態１では、一つのカバーで本体を覆う一体カバーを用いた場合について説
明した。本実施の形態２にかかる電力量計では、上下２つに分かれたカバーを用いた例に
ついて説明する。図８は本実施の形態２にかかる電力量計の本体部にカバーを取り付ける
前と取り付け後の状態を示すもので、図８（ａ）が取り付け前の状態を示す斜視図、図８
（ｂ）が取り付け後の状態を示す斜視図であり、実施の形態１における図２に対応する。
なお、本実施の形態２にかかる電力量計はカバーの構成以外については、基本的に実施の
形態１で説明した電力量計と同様であり、同様部分についての説明は省略する。
【００３０】
　図８に示すように、本実施の形態２にかかる電力量計１においては、カバー３を、計量
部２２が配置された主に上半分を覆う上部カバー３ｕと、端子ブロック２３が配置された
主に下半分を覆う下部カバー３ｄの２つに分離した構成とした。この場合でも、主溝２１
ｇｍおよび副溝２１ｇｓについては、実施の形態１と同様の構成にすれば、水の侵入を防
止できるという効果を同様に得ることが可能である。ただし、上部カバー３ｕと下部カバ
ー３ｄの各々を個別にベース部材２１に取り付けるための図示しない構成、および上部カ
バー３ｕと下部カバー３ｄの合わせ部分での図示しない防水構造が必要であることは言う
までもない。
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【００３１】
＜変形例＞
　一方、本変形例においては、上部カバーと下部カバーの２つに分離したカバーを用いた
場合において、流路溝も分離したカバーに対応して分割するようにした。図９は、本実施
の形態２の変形例にかかる電力量計の本体部に形成された雨水を流すための流路溝の構成
を説明するため、電力量計からカバーを取り外した状態を示す斜視図であり、実施の形態
１における図１（ａ）に対応する。
【００３２】
　図９に示すように、本実施の形態２にかかる電力量計１においては、流路２１ｇを上部
カバー３ｕに対応する上部流路２１ｇｕと、下部カバー３ｄに対応する下部流路２１ｇｄ
の２系統に分離した。具体的には、本変形例においては、上部カバー３ｕの下端部分と下
部カバー３ｄの上端部分、つまり合わせ目になる部分を密着させるため、枠部２１ｆを横
切るように、上部カバー３ｕの下端部分と下部カバー３ｄの上端部分を嵌めこむ嵌合部２
１ｂを形成した。
【００３３】
　そのため、流路２１ｇは、嵌合部２１ｂを境に上下に分断され、上部流路２１ｇｕのう
ち、主溝２１ｇｍｕは、天面部分から両側面に延び、嵌合部２１ｂの手前で背面側に曲が
るように形成している。そして、側面部分においては、実施の形態１と同様に副溝２１ｇ
ｓｕが形成されている。一方、下部流路２１ｇｄは、嵌合部２１ｂの直下から下端に向け
て延び、下端側が開放されている。そして、実施の形態１と同様に副溝２１ｇｓｄが形成
されている。
【００３４】
　これにより、主に上部カバー３ｕと枠部２１ｆとの隙間から侵入した水は、上部流路２
１ｇｕにより、主溝２１ｇｍｕによっても、副溝２１ｇｓｕによっても背面に向かって排
出される。一方、下部カバー３ｄと枠部２１ｆとの隙間、あるいは上部カバー３ｕと下部
カバー３ｄとの隙間等から侵入した水は、下部流路２１ｇｄの主に主溝２１ｇｍｕによっ
て下方から、そして一部が副溝２１ｇｓｄによって背面に向かって排出される。
【００３５】
　上部流路２１ｇｕ、下部流路２１ｇｄいずれの流路を流れる水も、副溝２１ｇｓｕ、２
１ｇｓｄによって、主溝２１ｇｍｕ、２１ｇｍｄ内の水量が過剰になることはなく、スム
ーズな排水によって、機器への浸水を防止することができる。
【００３６】
　なお、上記各実施の形態においては、主溝２１ｇｍの深さＤｇｍと幅Ｗｇｍ、副溝２１
ｇｓの深さＤｇｓと幅Ｗｇｓ、あるいは主溝２１ｇｍの天面側の傾斜角度について記載し
たが、それに限ることはなく、水を停滞させなければ適宜変更可能である。また、カバー
３や本体部２を構成する材料についても変更可能であり、例えば、熱硬化樹脂でもよく、
さらには金属やガラスのような無機物を利用しても同様の効果を得ることができる。一方
、副溝２１ｇｓの出口部分の壁面との間隔Ｇ２ｗは、毛管現象によって水が保持されるこ
とがない程度に引き離すことが望ましい。
【００３７】
　また、水の排出に直接関係しない部分、例えば、封印構造や壁面への設置構造について
は、本実施の形態で説明した構成に限ることなく、適宜変更可能であることは言うまでも
ない。
【００３８】
　以上のように、本発明の各実施の形態にかかる電力量計１によれば、壁面に設置される
ことを前提とする電力量計１であって、壁面への設置状態において、壁面に対向する背面
板部２１ｐと、背面板部２１ｐから前方に向かって立ち上がり、両側部および天面部を囲
うＵ字状の枠部２１ｆを有するベース部材２１と、枠部２１ｆの内側（収容部２１ｈ）に
収納され、配線に流れる電力を計量する計量部２２と、枠部２１ｆの内側における計量部
２２の下方側に配置され、配線と計量部２２とを電気接続するための複数の端子が配列さ



(8) JP 6794910 B2 2020.12.2

10

20

30

40

50

れた配線作業面２３ｆを前面側に有する端子ブロック２３と、ベース部材２１に対して前
方から着脱自在に構成され、計量部２２および配線作業面２３ｆを覆うカバー３と、を備
え、枠部２１ｆには、外周に沿って天面から両側面の下端に向けて延びる主溝２１ｇｍと
、主溝２１ｇｍのうち両側面に形成された部分に一端が連なり、他端が背面側で開口する
とともに、一端（主溝２１ｇｍ側）よりも他端（背面側の端部）が下方に位置するように
傾斜する複数の副溝２１ｇｓと、が形成されているように構成した。これにより、側面側
の主溝２１ｇｍ内を流れる水は、下方に向かうにつれて水量が減少するので、水が堰部２
１ｆｆを超えることがなく、収容部２１ｈ内に水が侵入することはない。つまり、雨水が
機器内部に入ることを防止できる電力量計１を得ることができる。
【００３９】
　とくに、副溝２１ｇｓの背面側の端部（≒背面２１ｅ）は、壁面から離れている（Ｇ２
ｗ＞０）ように構成すると、副溝の開放端と壁との間で水が滞留することなく、副溝２１
ｇｓから水が流出し、壁面あるいは背面板部２１ｐに沿ってスムーズに下方に落下してく
れる。
【００４０】
　あるいは、カバー３の副溝２１ｇｓを覆う部分の背面側の端面３ｅは、副溝２１ｇｓの
背面側の端部よりも壁面から離れている（Ｇ３２＞０）ように構成すると、副溝２１ｇｓ
出口部分に側部開口２１ｇｘを形成することができ、壁面との距離を保てない部分があっ
ても、水がスムーズに副溝２１ｇｓから流れ出る。
【００４１】
　副溝２１ｇｓの下側の壁面の主溝２１ｇｍ側の端部の位置Ｐｉｄは、副溝２１ｇｓの上
側の壁面の背面側の端部の位置Ｐｅｕよりも上側に位置するように構成すると、左右方向
から風圧を受けた場合にも、副溝２１ｇｓ内を流れる水が主溝２１ｇｍ側に逆流すること
はない。
【００４２】
　さらに、副溝２１ｇｓの下側の壁面の主溝２１ｇｍ側の端部の位置Ｐｉｄが、副溝２１
ｇｓの上側の壁面とカバー３の背面側の端面３ｅとの交点の位置Ｐｘｕよりも上側に位置
するように構成すると、左右方向から風圧を受けた場合だけではなく、下方から上方に向
かうように巻き上げる風にさらされても、副溝２１ｇｓ内を流れる水が主溝２１ｇｍ側に
逆流することなく、背面側に排水することができる。
【００４３】
　主溝２１ｇｍの天面側に形成された部分は、頂点２１ｇｍｒから側部に向かって下方に
向かうように傾斜を有するので、天面側で水が滞留することなく、スムーズに側面側へ流
出してくれる。
【符号の説明】
【００４４】
　１：電力量計、
　２：本体部、
　２１：ベース部材、　２１ｅ：端面、　２１ｆ：枠部、　２１ｆｂ：接触面部、　２１
ｆｆ：堰部、　２１ｇ：流路、　２１ｇｍ：主溝、　２１ｇｓ：副溝、　２１ｇｘ：側部
開口、　２１ｊ：取付部、　２１ｊｅ：取付面、　２１ｐ：背面板部、
　２２：計量部、　２３：端子ブロック、　２４：ベースカバー、　２８：スナップフィ
ット凹部、
　３：カバー、　３ｅ：端面、　３ｒｆ：内面、　３ｗ：表示窓、　３８：スナップフィ
ット凸部、
　Ｄｇｍ：主溝の深さ、　Ｄｇｓ：副溝の深さ、　Ｇ２Ｗ：ベース材端面の壁面との隙間
、　Ｇ３２：カバー端面とベース材端面間の隙間、
　Ｐｅｕ：副溝の外側端部の上部壁面の位置、　Ｐｉｄ：副溝の内側端部の下部壁面の位
置、　Ｐｘｕ：副溝のカバーで覆われた部分の外側端部の上部壁面の位置、　Ｗｇｍ：主
溝の幅、　Ｗｇｓ：副溝の幅。
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